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カレーライスづくり（５／１６）            

 

 

前期研修員の歓迎会を開

こうと、カレーライス作りを

しました。ジャガイモや玉ね

ぎを洗ったり、皮をむいたり、

適当な大きさに切ったりと

みんなで協力して作りました。お昼には室長、副室長、

スタッフ全員でカレーを食べました。 

花壇づくり（５／２３） 

やすらぎ教室の玄関前を

花で飾ろうと、みんなで協力

してプランターに花の苗を

定植しました。自分でアレン

ジした寄せ植えもしてみました。 

朝顔の種蒔き（６／５） 

 スタッフといっしょにプ

ランターに土を入れ、朝顔の

種蒔きをしました。 

 

組紐体験（６／２０） 
組み紐の道具を使って、紐

を編んでみました。カラフル

な組紐ができました。 

6 月末から七夕飾りを作ってきました。笹に飾りつ

けし、七夕まつりの当日(7 月 4 日）を迎えました。フ

ァームで採れた夏野菜入りのカレーライスやコロッ

ケ、コールスローをつくり、おいしくいただきました。 

  

  

 

スススーーーパパパーーーバババイイイザザザーーー後後後期期期相相相談談談日日日のののごごご案案案内内内   

◇スーパーバイザー：村松 朋子 先生 金沢大学助教 臨床心理士 

◇対  象 ：児童生徒・保護者・教職員 

◇受  付 ：相談を希望される方は、やすらぎ羽咋教室までご連絡く

ださい。 

希望が多い場合、相談時間については調整します。 

       TEL＆FAX：（０７６７）２２ー０３４５ 

【平成２５年度後期相談予定日】 時間帯 １３：００～１６：３０ 

５回  ９月１２日(木)   １２回  １月１６日(木) 

６回  ９月２６日(木)   １３回  １月３０日(木) 

７回 １０月１７日(木)   １４回  ２月１３日(木) 

８回 １０月３１日(木)   １５回  ２月２７日(木) 

９回 １１月１４日(木)   １６回  ３月 ６日(木) 

１０回 １１月２８日(木)   １７回  ３月１３日(木) 

１１回 １２月１９日(木)    

 

 

こんにちは。本教室は、学校へ行けなくなった子どもたちに対して、しばし学校を離れて心と身体を休

め、自然豊かな環境の中でリフレッシュできる場所を提供しています。 

４月より４か月経ち、現在、通室生は５名です。相談員や指導員との様々な関わりを通して、不安や心

の迷いなどを和らげ、一人一人が落着いてこの「やすらぎ羽咋教室」で居場所をみつけて活動できるよう

になってきました。こうした関わりを通して、集団の中でも落着いて学習できるように、長い目では、将

来、社会的に自立し、ライフステージの困難を乗り越え、自己実現できるように、この後も支援していき

たいと思っております。      石川県教育支援センター「やすらぎ羽咋教室」副室長 越野裕美子 

七夕まつり・調理実習（７／４） 



 
玉ねぎの収穫(6/12) 

玉ねぎの収穫時期を迎え、

みんなで玉ねぎを収穫しま

した。お昼にオニオンスライ

スを作って食べました。  

ナスの収穫と水やり(6/28) 

 ナスを収穫しました。水やりが欠かせません。 

ジャガイモの収穫(7/11) 

 ジャガイモを収穫し、調理実習でコロッケやフライ

ドポテトを作りました。 

 

＊７月は２５日現在の状況 

○ ５月からの教育相談状況 

 5 月 6 月 7 月 4 月より累計 

来所相談 14 11 10 59 

出張相談 5 1 0 9 

電話相談 9 6 3 28 

合  計 28 18 13 96 

やすらぎ教室徒然記 

指導員 国門源量 

教師は教育のプロだが、その評価や発言の

重みが生徒にとって必ずしも絶対的ではなく

なってきているのかもしれない。むしろ友達

関係の重要性が高まり、その関わりが難しく

なっているように思う。そこに不安を抱え込

む原因がある。 

通室する生徒の、不安や悩みは様々なよう

であり、根本の所は共通している。 

それぞれが落ち着いて自分を見つめ、自立

へのエネルギーを蓄え、前向きな姿勢が出て

くるよう辛抱強く支援していく。 

４月から着任しました。愛情を持って関わ

りながら生徒ともに考え学んでいきたい。 

やすらぎ教室徒然記 

相談員 松井 廣 

４月からやすらぎ羽咋教室に勤務するこ

とになり、はや３ヶ月が過ぎました。４月当

初は通室生がいなく、生徒が興味を引きそう

な教材をスタッフで考え、手作り万華鏡、組

み紐台、卓上機織り機などを、廃材等を利用

して作り上げました。４月末から通室生が

徐々に増え、今では男子１名、女子４名とな

っています。毎日通室している生徒、時々し

か通室出来ない生徒とそれぞれですが、通室

した日は花や野菜への水やり、学習、スポー

ツ、ゲームなど、ほぼ教室の日課に従った生

活を送っています。野菜の収穫や行事等にお

ける会話を通じて、個々の通室生の理解に努

め、徐々にではありますが意思疎通ができる

ようになってきました。学校復帰に向けてこ

れからも支援していきたいと思います。 

やすらぎ教室徒然記 

指導員 神佐 博 

 初任以来 34 年間特別支援教育に携わって

きました。今年 3 月に定年退職を迎え、4 月

から短時間再任用教諭として羽松高校の数学

と、やすらぎ教室の担当となり、早 4 カ月を

過ぎようとしています。自分の出来ることを

と考え、やすらぎ教室では、ホームページ更

新の担当をさせてもらっています。また宮本

先生と一緒にやすらぎファームを運営してい

ます。種から野菜作りをし、アブラムシの被

害もありましたが、何とか夏野菜が収穫でき

るようになりました。みんなとなかよく過ご

したいです。 


